
二,≡を引肝｢,-J,
取 ,X.lCL,i.Cl,X.lh'03,I(>103等等l掬の飽和永

講談窮は.表8に7)-.･1~姐l)だが況合鞄の顎紙 は楽9に

示す如 く可成[)放し･. (ユL･(ミニ成分Jf1の任機 と

のBを示す｡)
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pIH4X'07X-lhX'0Ih-1T4>10】ゞ aX10きKh1031且XO､
yl.TLl'0事l=.T(OJ(XIl-r.'cOィX-nCl lこCI XTH-Cl
l475 1907 ]9e2 2153 25.01

AT,14118+0.‡･I +089 -308 -zT<

又yaCl,XrH▲X'01の如き4成J/1罪の事に少丑の水

を加へたとき X'氏,ドH4,Ct~.h'OJ-が XL._T(03

Nft.Cl との四隣にBAしては StLlbleS=11tspllrは

x'1FOz,y-HJ:llt･あI) 1.DBlAbteS:Il(s plr(ミ
_ゝCl,X'HjyO事で pFこくdCll一L33'C)- 与53rnm.

p _h'H+Tt0).lL33'C)･暮345mm である,これらの

浄合はi旦安によっても見なろから幻Jt｡埠合について

研究を嬰する｡

こQ=外r=モ稚 その他郷 石田括叫閃EEZがあるCV･3円
'尖等が伍和議克郎以下の袈裟と攻現してもその水繋S.

Q,ためにあるEtri;)L二は崇敬の一部が脚 ll.7浅膚を影成

してその水分はは放して延ri97rIとf=I)抑定をqr山L之

が立に載.tI.JLtt合する血lきLt･川をなし新和開拓 (C血k

lng) を起十糊合がある.この月旦紬 らゝ山狩ろだけ控
主脚 軽が必中と臥～.

1甘 捜 托

l搬 入は軍の.Yyll=放ては以上娃べた如く急迫S･上

外せLめて恥併iP資1_/降下せしめろ方法は排 78月
は勿詮6月9月も多ぎー月は作桑田EEである.又冷却7)
与に上って摂ylナろことは多Xgの如きいたづらに立退
を妊下せしめ7.不利b:もろから冬期及春秩3月及Il月

は多il81こ繋内を出 す,-}ことに上ってBi挽l旦資を托

下す,-}一方,X邦には_冷m熊yZをtⅥ払せしめてgi14と

なし,これを加焦してJI宝L/21cc近くに拝整すろこ

とに上って冷房損城の能力を柾iS2LiろことになTJ｡

又 5,6Zi10月はその月の岩魚嫌件によって鈍 す

7LJfよい,斯くして一年を通じだ弧抄 打を在鼓し快適
なろ作男を1=ナことが出栗ろ｡又水分の定討望牧によ
る他 方法IIJl史記に友田IT'ろことは致牧村つ丑等の
隈陳を考慧し火現実のbさ等兄交換7)少t稚折に仕用

言7.べきであら｡

位!諭安のmt畠のPJ:す及仙 :他の要項と出合せられ
る切創二に.抑こ研究を畢するが珊蝶 筆蛇 の秒合そ

の議祇 降下を考浸して或る確度の'ie皇虻をfiろ必定
がふ=_,

挺JJに本Vr託にBAL佃畑 L7氏も;睡■の助言を興へ

下さったことを惑講け ろ｡

概 用 装 描

(ギー和 2317日 王乃911交 叫

叉 木 武 一 ･竹 ql 鵬

(帝国火二品景色株式甘社)

‖ 琵∃ ij

'月瓜田除次点近盛んになって水たタレ-射撃に他日

せられる紛 糊の脚 はfa探 攻司では各人が常軌 璽

火虫.雛夷,讃射雅.鍋 .宅弟及び統屯を粥l'王し自

分岱手の方法で鵬,yEしてAtた13投合的研究は殆ど無 く
従って何等逆弊政11は行ほれなかった｡然し散米では

苛から ELEY,Rcm ln粁OTlitの蛙に一分itで雷管
からきき巧塩が完成されていた皿に各部品悦の研究が充

分に行はit非常にスヤーrであるはかりでT=く其の撞

鮭も積めて駐秀で今迄絹 のJ･yr-も荷駄Flnとして

をまして果た,
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余 丁 1丘 (I) 502 533

七 長 (†【) Cウ0 63 ･

雀 丹 牡 (X) 365 356

E)やD花王(ft.) 30 .3

zt･乱す映¥鞍点) Eln)mxl 毛×】

扱き( ･ ) =x】 3xZ

舛 t(托) 】5 1=

g5岩村班 (巾1) 3ぐ; 372

よ tll熊 tI (A)YIナJE= 一 (D I:C･
大 喝 L事i(Xl :-3 :7

求 gL ..t 暮 〇 b Ojつ

Ji主脚 でも肖m笛廿に代るrlまやJ'きJt3m ぴ
sllyer呼がJ7恋されるに至った!?て. 比丘Lこ各ヨD

BS弗を,比較服 すると共に脚 として考へ軸iJならな
い徒lPlla.fJZB既に什JlL.3t9:に訪LEする方法1,
姶対して見た,

ll 宅洋の拝元

卿 のn程として†ゼ川上の泉も多いのは 1二審て之
に-2いては tb屯と20番でもろがこ てゝは 2苛に

つtて記す.(屯 lA?rT3)

(n) Tt 丑

脚 としての全蕊dLは'Rlに71.十tZl･こ平i)ugで

虫大はHerstLlt4)567g.果小はL.:LEYの1'亡gnZIX)Li

で 46紬 である｡脚 的告辞51の双Jt比坤は誹 丑

が 707Jで大仰 JL'占め.36の旭は重来か 20■LiEE僅
火雅が 47J.Tfl甘ヨtQ)他の称分で 占TiをLfiめてLろ｡

(b) 魚 形
続､顎共をIJl目してmろお印の全長は石女に姻旅なく
帖一元Zで (0一山nrl-であるが.壬PygSJL伐別してAl:
ろ lILlrdtAlは瓜丘が桝加T-ろJS柑こ抜く19mm し

かない,拭1挺弟の巴V,･は Wかtかnはめ也 l･:Ll汀 は
紅色,pe'tCCtは戟Ci,Kleft')tX･rCは糠色と功巴の

耕玩乱 St>rm CTl ＼lLtrkは白色と各虻で狐ろfJ'放て喪

目し緋Jtu!1目していろ｡牝の塊rl米pJLは非 常lこflvif;
I)がする｡
外Q!ItF;部分を,FJ■いて2Om叫 Zb都は i82mrll,

20覇は 】72mr" と笛政の柵血するに従って小さく
なってしろ｡把の群恥 ミ】7rnm,釣許の旺匹は F2苗

で 220-225nllT!であるゥ上部の口屯の鞭glま20
-i0mnlであるカ Hcrn̂ Iは壬挑 苑D現nJ.杓矧こ

折曲げてある11け{･ある｡甥府として Supcr-:(千
Rem■T;gtOnは特別T=符へ色を錐川せ-rlこ税印に読繋
乗ID和許な的榊に重み込んで花町の様な形状をして昏
ものが特taでもろ 3:は従来の神へ2;lこ比較して証印

wl;STl-ltH' WALSROUに HERSTAL

485 507 5も7
595 4cc 40O

32_0 348 35I

軒 pal1 20 0

7×】 1:!さxl 9x1

35x2 ･J-シ タt,つJSSX】

ナZ/ 12 ]5

2.12 ･12B 2.58
(皮,lTイヤモ ン 1' (g)由焚火煎 (JL)JyJ形 串
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の飛行暑モ死が蛭めて良好である｡

(C) 宗 評

狩人はRIの大きい程遠辻tiがもろからELて鞠 王

.希Jlで槻 J)もの以外は球形である｡苅印には軌

研 及び+JL･r'帝の1現があって,現iE拓淀のものは

稔と脚 で,qに的 l,'''の蜘 :bへてある｡黙し外詞

晶は稔 とナ ･̂ト河:･非常に硬く牲Bt力方･大きい,材実
行の読取エ:小さい提言印 I凪の煎軌 ま大きく,たちが其
n Irlの'iBF珪萩生は鬼一群で ここ-3?gP榊 にあ

るから脚 は少く1=与｡

(d) 毛払 拭翁

夢射確の花期aff_,41執こ抑 1)して宗印に究分1_迩勤
のAtル+I-を列へろ毛衣は-11に岡頓とも7P両Lt･即

祉 8-zOmm J)Jl究 7ェA,tを伐TFJしてB,tろb:.方!
迫の新 しい栃l占】として ＼＼6 1ern及 】lerr)ln爪OTlで

はコルク只のもの.fri佃)共編羽rこ凹ませてa隻押したも

のがLi.われて即ち｡之はピストンのlh.t和を榔fTしたも
ので押'Tm :)もくなJ)匂'fJ串もJミい.統和は L-3mm
I)･T'-JL統キ1rX乃汚..2枚宅巧と無機火難とのW及び
毛加と榊 とのTEr)に蚊MLてJ.itろ, ll-｡51ernでは靴
決を椀刑 二IILはせて汀iB作の†･u-J_,plって摂る｡

fe) ''ai射 築

n並雅爽には御 雌 として燕色小牧火難1,位TT)して
居るか純1鱗 ではたて無塩火雅でも ろ,無性火頻の美

也は '5-25gで熊火は !k kLlt印である｡7FPE巴火

難Q)和合は題に多itで51gもu･糊されろ｡現在脚 J

して居ろ㈹ 火矧 ミ邦の対決並に齢 の藍から持F火

確とftiR火額との2也に分㍍されるGELl:YWcstcm
7)TIt'モンr及び HL=,5t･･Z′火器は前者に島し,
J'Ll三Y.KlLt1111boreの Ⅰ:C･及び次阿り rつIfぎ｣

は捷鮒 二鳥する,一心に舛Eg滋け火襲Q)各粒子.i:牡 一
てらろコ紙性能をLt伏して肺可亡はJ'(十モ= ･式のも

のを,研究する必好があると必 う｡

式に鮒 火難のiE入って刷る搬 7)宇臓 は2i-13



Zr8 工 A 火 事 tL甘 ft 抑 IO を P <放

I,Cでもろから之と榊 火狩急との比 旬も洪仇比正 を

計3Tすると炎 lに京すぼに05肘近のものと08附並
のもqJとの2丘に分れろ｡‡は は招托火乱 射 はJS
毘火頚でもろ.

lrJ) gI爽

幻鎗卿 は朋として He,ttL･l以外は丘て耗羊gt'

Lを,alllしてA,.tろ｡t詫兼矧 i続粥vj外泊に的n及ti拭臼

を取入してn細 の放 せ及び1汀甘Siと共l:B比 の形
に馴 或弔したものである｡外的のIF攻は外XC.では

-IIR の試せ他用して広るB,1く 0,-08m:Ⅵ である

が形弓のもの:土民Frh;思 くて 10mm ももろのでロ
奄した横の外秒 :Blい｣にJu汝の状況不liで叩tがIJPI
崇は約半分でもろから今哉山 Lに軟化J_.J円らねばなら
ない｡塩析 のZSgl王 78-Z60mmと色→Zt.)･あI)

玖珠の帝を附けて外箱との虫IP_,榊 にし1=ものもあ

ち,Iq藍のもQ)は竜投書にJ;牧OSrnmのBt批 JLは
用し外現の約m.=耗屯のl勺571_,L七月lしてb,tろが.外別
品は 03mnlのお振甘に Ol-0Ⅰ5mm のia坂J_,･1～

持とし'CL朋Jして居るES馴 粕 の印 にも充分にFl1,1

する事ユて出架.多は lこもして居ろ,fSLHerst81

11けは三姐 .I.J兼爽で搬 03mm 粗密のユp)四E!を

Lif伸して外話として下帯はAlirlの鎌 管で包み的Gil

l=抗日五･挿入してもろ｡

式にm野望は潮 岬細 hr軍にflしてf!k5しては川,3
のでtI包 C･5mm の揮いET史転で作ってある.官や
ヨの辞引土伽 は味に 3mzn Lz)､なし三･外持仏は

非常に招くて･･-ammももろ･だSLYI甘3Zの虹他 三
日鼓心の9<mmlこ即し外川血は 55mm で小さJ

くなってb.'ろ｡杜の郡LlZiUB訟さと芯鎚とのAG緑は技
に述べ7Ji.こ朝 地 の紋現叩伽に7E人な役刑を泊.,Vろ
ものでr･!さの択t･発文疋打は小なる摺往1ほおL)ほい
から邦の丸印qL.Jaは非常にイ欄 で曲に野地をZITろ必
要がある.-'J}範布払 .lJと云われてTiLtろll●LthEt■血 で
は市野とTT℡auJ;-捕(-なりyT3で52㍍の班軍を受ける

描lこILつていろiS熊giにはm℡記が無い｡I.A.1SH､trは

1181ntDdeと同一でも ろ.せったものとして ‖e'sIL-I

は甘甘盆D佐吉に突蛭からl)焚火色LrJ'til-_･･強Llこb.I7.
..A;良好とはEBめr)JtT_い

tg) I.:;管
Blに租付す･'J

Lい 相鉄河

唯一の曳T'}河として仝Pt打の特許._,持って肪ろ F･:L

Jlヽ -A Rkk｡l弛まag粕 淵 と共E=老犬仕か抑Il
されて刑 n.･示す盛'=f=つて出ろ.秋 田は紅鍔 85

mm 河芸,･7mm の熊izの何杯に詣J_,入れてZitを

列へ底SJこ曳'1用fi･払杓したもので鮒 火美の火焔で

改姓苛火すろ 仕って無代r火集散もこ.5gの取入tを

LCJtZして1117_

ヒ ==雪
fE._ 辞

を 玉

_ゝ臥_阜_
† 七 た.A.
一身Jt旦邑
r玖手 兵.
⊥右ーうL

女に竹竿'.ド(た即されるJLH 〟yは8宥和哩のロ

･3;火T=ろftでもろカ:,之一二池 目される脚 .とか ･Jt盆
石1,実弟で巧uqLを,少LEti如.こ押l)曲Lfてもろ 書道.2

番11上に川しろElW 弟.よr8rチ･J･大きいので狩り恥デ
ない｡即 憎 (+& て月巴火ホで加 火窄'_,脚 け 7..と
窮爽LI,顎 nナる忘れがもろ

皿 往切仲田

及よで弘与を丑火させたIS8射兼tJ軌 亡斯う･モ宍
接欝に群山するTTk灸zf-f!.二枚1と朽する,練gtをた

すとffをT引AしてjtJ)詔白々非常に政下させ称 こ',.･
-AンJV等･';n的..jEに於てはidlJ'Dが不日1位LこT=ろ.現
在珊 F･llElm敬 二は不a7主脚 7)多い訣盤があるカ;
牲米比JTJ方砧のBEJi9W RJ.･tテわれてt=い 不J出に紀
てはmに比べろことゝし'=未lこ抜攻にAtして両市t,+.計

31'-･･rTつた｡先つJ&xは耶Ⅷ と町甘F.との捷b･ら放
牧瓦斯か軋IIするt31こ也も｡/TEi射吟印廿に叫くカセ
考へちと.℡Tt●のLAl即 王肘(治 75iに仇顎を,受けて'.7管

-i'捜71に矧 山そiと｢ろのに軒し･=町甘の外Pln-は態

苑でt;切し訂官立.こ帯群 しこ田甘'_,f比 陀tZ.こ刑 きし
よ～と1-ろ｡dtの=二つのIJ)trJIA.TJひAtt,櫻 井上I)大きい
1抑 ･二は詔Ttか捗動する拙句!技勾'_,起し,kPIJJ牡/n-
にはは 耶沌 L''ない｡/>訂抗の外包セ R,什泣セ′.
75さ'fH.弘光をl'.m榊 と'.mf記とのrLZlJ.軌h申
凸依れ Jf l.とす,乙と.

宙も想う･m甘為に古背 11ろ九三 T氏ll恥P
Trlti廿を枚方に手刷IIり)は IiTr=1,

1./.Tこ.f1.の押韻から技前.fなさ(.い蛸l土は
TI(.H1.l'>lくT'tI

4 7ミ.H>l ･ 1

芯汗廷訂管玉の材料はSI又は日独でもろから ～をCS
とLJtH',I-dとeZくと-XJJ蜂什J=t_Lる

-々>e5 (2)

芯汀7,娼呼は底部 iF如:.Tい神大であるから R/｢<
JOJ=してもろ｡伐て王柑 -{なきたい仕付eDち･17Lf大



火水 故紙 汲 In 町 有 l汚

きくT.ろにEt詔℡の高さJ_,火にして荘髭J_,1_-ろべく′ト

さくする巾でもろ｡

/T各様℡℡に就て Qの虹を計許したものセ基2[=

元す｡むら'･l輔 EB何廿がR,J､で 05以下であるか

らは来校qrh:HBl¶酎 こけになった市も決して研タi'で

は1=い神が卿 した,黙し改印の柳 は市相 の扱き
5'.Ornm Lかたく又ff(G!は大きく635mTT).E二四定言
iI.IBIるので可腎の形'_･･駈珠に型だする琳 土盛苦って
は別姓でもろから忍野位J)高さをfl切符菅の4拡埼と
し朝火金jL_,･入れZZめihん■∈完成品の讃ほ を 3mm に
押へた ｢は&.i:さJ可th)'L拭現された拙 果 一rは O70
と講しく椅大して捜･Jtの･LlだがなくtJLつたolrl7牝の耶

昏ん玖式著書射細 々行った成一功も捜領がf=く地色
にRH甘廿J)妓叫▲i完全に妨Ltする都が-1胤 叫 の

正 しい不も甘泣き7Lた,

71 2

T ミI PI
Fl M O49

HelSal O56
三 p -:こ Jt O170

s II O8O

Rcn)zpon C-95

Westerzl I】0

ll.LEl~ Z18

L･ederztl.tlon.lk 】23

粥 'k

TL ll

walsrodc 1:lD Jt
外と司晶は Ht.rM l以外始とI.は lに近しrS官際に

後項は全く点って偶ない｡I.が書も大きいのは＼＼Rlゝ~

rdcで比の比からi･つても-放血と印へろ.

rI 射平性能

烈邦の布部伽 ;糾岬 に茨はT影野に紀て餌陵し
たDGlrll坤の決必 まブローiy〆銃で 10唱のEL5億に
も,-.机に捌 JLてfEf和 30吋の皿仙 こin入った宗野ft
と全芯.昨軌との比を以て卿)rIi:は猟銃の朗 l*を
元.ll-約のIJJ-法で 7CT''以上あ川ま介輪として尻ろ○

(I-1 毛 '朗

唱41の形状及材IZが糾 櫛 こZiは1影管を:代 ナろ

L3非 3Lこ.rTilW_IA,u,C ≡63覇の毛yf馳用し･
･Ji肝は ｢はや一:SJ脚 は Nコを22FJm は

6円で脚 を作t)聖和柵 '_,行ったたす壬3J)虎口'-,料
た q]ち毛志E=上る影学は非常に大きくてu力:坑良で

A 三毛も軌 ･｡毛玉.i坪九･C謂へげA l二相常し･火
表立榊 て･in lこ蓑浅しないiSにはた身内を涌かに逆行

すら各か てもろ｡非の添専苛の形相 ･苧iaiのものは幌

T.し易いd･rj]1こしたものは充分にハ,+y〆の設巳を

して･ia Q)穴行状卸 ;見好となI)由中和 ;向上吉iしろ

ものと考-られる｡宅念Cは形相 工良いが耗窮の珊

叩 き洗口i;'dで熟牡する抜染命中EPがぶ くTLろと思わLL
モに宅魚射撃の時日粋与にもならC

# 3

掩 以 A lJ C

材 fl 品 ;三こて 7'.ti;三L 'r 牧
瀬和のnvi7.4モ 不 al rL'Jt輔 M -a

成 型 井の旺 Fi Tft E什捲込

IL1さ(托) 100 100 90

起 首 (托) 180 】82 18･0

命 中 率 (,Ti) eO.0 810 700

(b) 蒜 碍

韻 l三%はtの多い取一打の胞 'L小さくTZ右が脚
一石分の評 瓦血は一定であるから脚 'Jtlす林にな
ち.今空故に上る彰雪を涌禿すろn 邪 は ｢はや3:

J<_無色火妻掛ミy I( 22g.毛爺L._乾30)Bt･脚
を作J)蛮射拭詮を行い夫の命中申-_/柑た一
語 の琵巧 ･.班 5或 6坂 7皇t 8妨
命中率けJ) e3 82 81 83 7I

今売行中の裏年各 Z駅 に耽て考-て見ちと,LRに依

る窪抗は持丸正匹の2蕪にJtt汚して増加し,#遥Q)降
下は正S!の3強にEtLflすろからgtZlの大きい晩 ¢ち
小=た市丸筏存盛の臣下が著しく躍って散布界が柴く
T=るから釧 噂 は鞍下すら皆ICあ･-I,lESL上の甘投網
を'見ると8汝では任下して居るが旭の妊軌'(･は釧 噂
に殆ど鑑が無く出て成排良好である｡之は各京押掛 こ

gz･けち抵抗JC考へるのはy )でfE和食tP_･･一向の印九
と考へて由1ろ･jmJがある｡それ7a観点による鐙がな

いものと考へられる｡

(C) 雷 管

他は全部同一I,7榊で田野のみ羽ulTIJ管と｢はや一:さ｣
訂腎に放てij射糾酸を行った践命巾坤はIF紺 '(ITOfJr

鎖頚で eOタメとなL)綾瀬の鮮穿な抑 制Wル たい とは
Z'B火金を岨起したE3守火統御 :酸良さLLI=ESと瓜われ
l,.L

V 轄 指

(I) 各組の脚 を分析して各師元を比較研究したtl'

iF汐卜脚 は馳 こ非常に皆秀でさ考となる軒が多

い.,

(2) 後萌の株件を建設的に研究した捺染HtII甘酢 三
けが院件に食はない舶 攻ナろ巾を相補し之を関
すると民韓にefalの ｢はやぶさJT訂廿に上って比の
蚤を改良すろ事が出来た｡
(3) 脚 の宅丑.扶空,及vL℡tPL王命中串に五大T･L
影雪を,及ぼす事項を鼓見した｡




